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中 。高 。大 の 連携の 璽要性 にっ い て

富 本英 男　 （同憲社大学 ）

1　英語教育 にお ける 中 ・高 ・大 の 連携 の 必 要性が 説か れ て 以来か な りの 年月 を経 過 して

い る 。 しか し 、 そ の 内容や 継続的 な覯 究や 活動の 方 向 性、成果の 分析 な ど籥機的な動 き

　にな っ て い る と は 言 えな い 。 こ うした 意 昧 で 残 念なが らこの 問題 はい 豪な お黷 しい 問題

　と して留 ま っ て い る。

2　中 ・高の 連携 に っ い て は 昭和 26 年 （1951 ）の 「中学校
『・高等 学校学習櫓 導要 領

外 国語科英 語編 （試案 ）」 の 中で 申 腐 に お け る英語 指導 の 一貫性の 必 要が すで に擔 摘

　され て い る 。 当晦 、 小学 校 ・ 中学校 間の 教科お よび 教 育活動 全般 にっ い て の 白主 的か っ

定期的連絡 会が 地 域別 に推進され て い た 。 そ れ に 高等学 校が加わ り英 語教 育 に っ い て の

　部会が もたれ て い た 。 渓た 、 小 学区制 あ るい は そ れ に準 じた教青 制農 下で は申 ・高の 連
絡会が定期 的 に も 艶れ 、その な かで 英語 教 育 に っ い て 学習、 教科書 、 入 誠 問題な どの 問
題の 検討や、公 開授 業 獄 どが行われ て い た 。 こ う し た連絡会で 検 討 され た話題 は 当然の

こ となが ら、それぞ れ 校種別 英語研究会の 課題と な り 、 私立学校 の 英語研 究会 と連携 し

て、府県 レ ベ ル で の 連合体の 活 動 とな り、 全英連の 活 動 基盤を作 りあ げ る こ と に 貢献 し

　たと考 え られ る 。

　次 に中 ・高 ・大の 連携を振 り返 っ て み る こ と にす る 。 中 ・高の 連携 に比較 し て高 ・大
の連 携は組 織 的 な もの で は な く、 取 り組み が遅 れ て い だ と書わ ざ る をえな い 。 しか し、
い くっ かの 実践事 例が あり 、 その 中には、今 日に 及 ん で い るもの もある 。 先 に触 れ た高
等学校英語研 究会が 大学 入試 問題 の 検討 を発案 し、大 学側に呼びか け高 ・大の 連絡 を計
る定 期 的な会合 を開催 して い た事例が ある 。 また、中 ・高 ・大の 連携を目捲 し た組織 と

しては 、 兵庫県 で 組 織 され （1968 ）現在iまで 継承 されて い る 事例が ある 。 兵 庫票中
。 高 ・大英 語教育逮絡協議会 と して 発足 し 、 現在 で は 「兵庫累」 を 「近畿 」 と い う名称

に して年
一

回の 大会 を開 き、迸 畿の 英語教育関運学会 を後援団体 として 、 活動を深め て

い る 。

離 中 n 高 戊 の 英語教育関 係者を韻 とす る英語教育研 究組 織が全 国に 7 学会あ り

研究活動を続 けてい る 。 こ うし た学会に は 中 ・高 ・大 の 連擁の あ り方を主 要数研究テー

マ の 一
っ と して 取 り上 げ、校種 間の 有 機的 な研究活 動 を検討す る素地がす で に で きて い

ると考 え られ る 。 ま た当学会 の関西 支部で は 数年前か ら 「申 ・高 ・大の 連携 』 をテ・一一
　X7

として、鬨 係者 を含め たプロ ジ ェ ク トを継続 して い た 。

以上 の よ うな研究活勳以 外に英語の 授業研 eee テ ・− Vl ： し耀 究親 織の 欟 の 輔が 広
が っ て来 てい る 。 購成 メ ン バ ーは 中 ・高 ・ 大及 び その 他の 機関の 英語教曹関係 者で ある

が、大学関係者の 構成比率 は低 い よ うで あ る 。
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3　中 ・高 ・大の 連携問題は過玄か らの 経過をみ る ど種 々 の 形懇 を取 りな が ら検討 され、

　継続的、 累積的 で な い 豪で も逮携 を試 行 す る動 きが あ る こ とが 分か る 。 しか し、 そ の 取

　り組み は （特 に高 ・大 間で は ）充分な拡が りをみ せ て い な い し、累積 的な 碑究 活 動に 藤

　で深 農 っ て い な い 。 蕊た稻 対的 にみ れば 中 ・高の 連携 が高 e 大の 連携 よ りも進ん で い る

　と考 えられ る 。 こ の こ と は 当学会 の 実態 調 査 （1986 ）の 結果 に も如実 に現れ てい る 。

　連携が 「全鯵的 に良い 』 とし たの は 、 申学校教員 1
、

5 ％、高 校 教員 3 、 1 ％ に過 ぎ獄

　い 。 ま た 「高 ・大の連 携 は 良い 」 と したの は、 0 、 1 ％、 0 、 7 ％ と い う低率で あ っ た 。

　この 調査か らは、残念なが ら中 e 高 ・大の 連携 は う壕 くい っ て い な い どい うこ ど に徐 る 、

　調査 後に 大 髯な 違展が あ っ た ど も考え ら れ な い 。

　しか しなが ら、全国的に は小地 域か も しれ襟 い が継 続的 に 連携 が模索 され て い る し、

産た組織 的 には全 国規模で の 英語教育の 改善懇 を は じめ全 英 連や 種 々 の 英 語 教育 学 会 の

活勳の 申で 、 研究課題の 設定の 仕方に よ っ て は、運携 の 内容 や進 め方 の方 向性 が具体化

す る こ とに期 待が もて る 。

4　そ こ で連携の 中嚥 と して 、 濠 だ充分 ま と 譲 っ てお らず、抽象的な域を 出てい な い が 、

次の 諸点を提案 し論議の 素 材 と して い た だ けれ ば幸い で あ る 。

（1 ）校種間で の 英語教 膏 の 目的や 内容の 具体的棚互 理解

（2 ）中 ・高 ・大の 英語教育の
一

貫性を求め る

（3 ）関連学会 、 研究会 の 連 携

　　　　・　 全 国 レベ ル の 協議会

　 　　 　・　 地 域 レベ ルの 協 議会

（4 ）実践 的研 究活 動、サー クル 活動

　　　　・　 申 学校一一高等学較聞

　　　　・　 高等学 校 一一・大学聞

　　　　・　 申
一高 一大間

　　　　 妍 究プロ ジ ェ ク ト、研 究　if　一一クル

（5 ）言語教膏 とし て の 莫語教膏の あ り方
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